
特集 長寿医療制度のお知らせ

まちの話題 夏休みを利用し来町　船橋市、南アルプス市との青少年交流

少年団とも交流を深めた夏合宿　延べ3350人が来町しました！

今月の表紙　筑波大学と保育所の交流～ラグビー部のお兄さん達と『てつなぎおに』で遊びました～

温故知新
快適な生活を楽しむ

達美　辻村　幸　さん



新たに口座振替への変更をご希望される方は、役場（後期高齢者医療）担当窓口へのお申し出の

ほかに、金融機関の窓口に、口座届出印鑑と通帳を持参の上、「口座振替」の手続きをしてください。

●保険料のお支払い方法を「口座振替」に変更できます

例）平成20年８月の年金からのお支払いで、平成20年度保険料のお支払いが終わっている方

平成20年度の保険料のお支払いが、保険料軽減措置（均等割8．5割軽減、所得割５割軽減）によ

り平成20年８月の年金からのお支払いをもって、年間保険料のお支払いが終わっていた方が、今

年度の保険料を年金からのお支払いとされている場合は、９月までは納入通知書又は口座振替によ

るお支払いとなり、10月からは年金からのお支払いへと年度途中で変わりますので、ご注意くだ

さい。（年金からのお支払いに変わる場合は、特に手続きの必要はありません。）

今年度の保険料のお支払い方法につきましては、すでにお送りしています平成21年度後期高齢

者医療保険料納入通知書によりご確認ください。

●「医療費通知」について

北海道後期高齢者医療広域連合では、加入者（被保険者）の皆様に健康や医療に対する理解を深

めていただくとともに、制度の健全な運営を図るために、医療費通知を行っています。

今年度につきましては、２回の発送を予定していますが、９月末に平成21年１月から６月診療分

の医療費通知を北海道後期高齢者医療広域連合より送付します。

なお、医療費通知は、請求書ではなく、医療機関等からの診療報酬明細書に基づき「医療費の総

額」を記載しており、記載されている月に病院や薬局（等）にかかられた一覧ですので、受け取

られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。また、本通知によりまして、

受診を制限するものではありません。

医療機関等の請求の遅れ等のため、医療費通知に記載されないことがありますが、ご不明な点が

ございましたら、北海道後期高齢者医療広域連合または役場下記担当へお問い合わせください。

保険料は、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）を支える大切な財源です。

納期限内のお支払いへのご協力をよろしくお願いします。

※ご注意いただきたいこと

q口座振替へ変更しても、年間の保険料は変わりません。

w既に年金からのお支払いから口座振替への変更手続きをされている方は、改めてお申し出いただく

必要はありません。

ee国民健康保険税を口座振替によるお支払いをされていた方も、長寿医療制度へ加入された場合は、

お手数ですが、再度口座振替の手続きが必要となります。

r年金からのお支払いなどから口座振替に変更となる時期はお申し出の時期により異なります。

t保険料の支払額は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となります。なお、加入者本人以

外の口座からお支払いの場合は、支払われた方の社会保険料控除の対象となります。

yy年金からのお支払いなどから口座振替への変更を希望されない方は、お手続きの必要はありません。

問い合わせ先 津別町役場保健福祉課　後期高齢者医療担当
† 0152－76－2151（内線228・229）

北海道後期高齢者医療広域連合　†011－290－5601

昨年10月以降、年金からの保険料のお支払いがなかった方は、

今年度の保険料のお支払い方法が年度途中で変わります。

■平成20年度
【平成20年度　当初　保険料納期別内訳】

【平成20年度　変更後　保険料納期別内訳】

■平成21年度

【平成21年度　当初　保険料納期別内訳】

※医療費通知は領収書ではありませんので、確定申告時の医療費控除証明書

としては、使用できません。

・平成21年度の医療費通知の発送予定

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいがある方が対象

後期高齢者医療制度



８月４日、子供服、婦人服の製造メーカ

ーの小林ニットウェア（本社山梨県南アル

プス市）の津別工場操業セレモニーが、佐

藤多一津別町長ら関係者40人が出席して

津別工場内（新町）で行われました。

平成15年、生産の拠点を中国に移し、

津別工場を閉鎖しましたが、中国製品に対

する不安から、安心、安全を求める声が多く、津別町で「ベビー服」の製造を再開するこ

とになりました。操業の再開で、元従業員が12人採用され、町内に新たな雇用がうまれ

ました。

８
月
12
日
、
い
ち
い
の
園
・
共
和
地
区
合
同
盆

踊
り
大
会
（
い
ち
い
の
園
駐
車
場
）
を
皮
切
り
に
、

８
月
13
日
、
本
岐
地
区
盆
踊
り
（
多
目
的
公
園
）、

８
月
14
日
、
活
汲
納
涼
盆
踊
り
（
活
汲
小
中
グ
ラ
ン

ド
）、
８
月
15
日
、
つ
べ
つ
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
津

別
神
社
境
内
）
と
４
夜
連
続
で
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
雨
、
冷
夏
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
各
地
区
と
も
自
治
会
、
地
域
住
民
が
涼
し
さ

を
あ
じ
わ
う
た
め
、
大
勢
参
加
し
、
賑
や
か
に
開

か
れ
ま
し
た
。

８
月
２
日
、
津
別
小
学
校
で
、
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

（
大
東
勲
協
賛
会
会
長
）
が
主
催
す
る

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
掘
り
出
し
と
、

新
し
い
カ
プ
セ
ル
の
埋
設
が
、
在
校

生
と
卒
業
生
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
20
年
前
（
平
成
元
年
）

の
創
立
80
周
年
に
埋
設
さ
れ
た
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
昔
を
懐
か

し
ん
で
い
ま
し
た
。

５
月
17
日
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

た
旧
正
門
前
の
木
の
近
く
に
、
在
校

生
が
、
新
た
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
20
年
後
に
会
い
ま
し
ょ
う
。

t
t
o w n
o p si c

まちのわだい�

各
地
域
で
盆
踊
り
大
会

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

九
州
あ
そ
び
研
究
所
の
中
島
さ
ん
講
演

ふ
れ
あ
い
町
民
の
集
い
を
開
催

８
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
「
こ

ど
も
の
城
児
童
合
唱
団
」
に
よ
る
公

演
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
児
童
健
全

育
成
財
団
の
児
童
劇
巡
回
劇
場
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
約
１
０
０

人
の
親
子
連
れ
が
「
地
球
の
仲
間
」

や
「
勇
気
が
あ
れ
ば
」
な
ど
全
17
曲

を
披
露
。
朗
読
劇
で
は
合
唱
団
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
歌
や
踊
り
を
交
え
な
が
ら

「
３
匹
の
子
ぶ
た
」
を
披
露
し
、
来
場

し
た
子
ど
も
達
は
笑
顔
を
浮
か
べ
な

が
ら
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
合
唱
団
の
子
供
と

地
元
の
子
供
が
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

名
前
を
書
い
た
名
刺
を
交
換
す
る
な

ど
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
５
日
間
千
葉
県
船
橋

市
の
40
人
の
子
供
た
ち
が
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
の

３
日
間
は
、
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
子
供
た
ち
20

人
が
青
少
年
交
流
事
業
で
来
町
し
ま
し
た
。

船
橋
市
の
子
供
た
ち
は
、
津
別
町
の
子
供
た
ち
と

の
交
流
や
網
走
川
の
川
く
だ
り
、
木
工
体
験
（
鳥
笛

作
り
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
市
の
子
供
た
ち
は
、
布
川
の
河
本
孝

雄
さ
ん
の
農
場
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
収
穫
体
験
、

西
達
美
の
山
田
牧
場
で
搾
乳
や
バ
タ
ー
作
り
、
乗
馬

な
ど
の
酪
農
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
女
満
別
空
港
か
ら
津
別
町
の
夏
の

思
い
出
を
お
土
産
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

20
年
の
封
印
が
解
か
れ
る

津
別
小
学
校
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

１
６
７
人
に
よ
る
大
合
唱

児
童
合
唱
団
に
よ
る
津
別
公
演

北
海
道
地
域
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

交
付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
津
別

町
で
の
『
森
林
セ
ラ
ピ
ー
』
を
は

じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
７
月
30
日
、
独
立

行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
香

川
隆
英
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
に
つ
い
て
」

と
い
う
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
予
防
医
学

や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
証
を

得
る
た
め
の
様
々
な
実
験
や
そ
の

効
果
に
つ
い
て
詳
し
く
話
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
48
人
は
真
剣
な

表
情
で
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

管
内
初
の
基
地
認
証
に
向
け
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
講
演
会
開
催

夏
休
み
を
利
用
し
来
町

船
橋
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
と
の
青
少
年
交
流

第59回社会を明るくする運動「ふれあい町民の集い」

が７月29日に中央公民館で行われました。

初めに、小中学生と一般を対象にした「社会を明るく

する標語」の表彰式が行われ、最優秀賞に選ばれた活汲

小学校３年生の細川瑞生くんと津別中学校３年生の柳瀬

可奈子さんが表彰を受けました。

続いて、九州あそび研究所の中島宏所長による「あそ

ばないこどもは育たない！」と題し、簡単なゲームを通

して「あそび」の持っている力について講演が行われま

した。

交流人口の拡大を図り、町の活性化を目指

すスポーツ合宿事業も今年で12年目を迎え

ました。全道はもとより、全国各地から高

校・大学・実業団など10団体延べ3350人が

津別町を訪れました。今年は景気後退や燃油

高などが影響したこともあり、合宿に訪れた

チームは昨年よりも大幅に減ったものの、期

間中は天候に恵まれ、実践的な練習を数多く

こなしていました。

また、地元のスポーツ少年団との交流も実

施され、旭川明成高校野球部、北見北斗高校

サッカー部、大阪産業大学バスケットボール

部によるスポーツ教室では、楽しさや練習の

基礎について教わっていました。

少年団とも交流深めた夏合宿

延べ３３５０人が来町しました！

「Ｋニット」津別工場再操業

安心・安全な乳幼児服の製造を



日
本
最
北
の
離
島
、
礼
文
島
（
利
尻

礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
指
定
）
で
、

生
ま
れ
た
辻
村
さ
ん
。

父
親
は
「
網
衆

や
ん
し
ゅ
う（

ニ
シ
ン
漁
な
ど
に

雇
わ
れ
て
働
く
男
た
ち
）
を
30
人
ぐ
ら

い
使
っ
て
、
漁
師
を
し
て
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

古
く
か
ら
漁
業
で
栄
え
「
か
つ
て
は
、

海
の
色
が
変
わ
る
ぐ
ら
い
ニ
シ
ン
が
獲

れ
て
い
ま
し
た
よ
。
他
に
も
ア
ワ
ビ
や

昆
布
、
ナ
マ
コ
な
ど
い
ろ
ん
な
物
が
獲

れ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
話
す
。

母
親
は
「
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
３
ヶ

月
後
に
、
産
後
の
経
過
が
思
わ
し
く
な

く
亡
く
な
っ
た
と
、
父
親
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
私
が
11
歳
の
と
き
、
姉
と
一
緒

に
母
親
の
実
家
（
青
森
県
）
に
引
き
取

ら
れ
、
青
森
県
高
等
附
属
小
学
校
に
転

校
し
ま
し
た
。
母
親
の
顔
は
、
知
ら
な

い
が
幸
せ
な
人
生
で
す
」
と
語
る
。

昭
和
11
年
、「
札
幌
で
洗
濯
屋
を
営

ん
で
い
た
父
さ
ん
と
知
り
合
い
、
結
婚

し
た
の
は
21
歳
の
と
き
で
す
」。

昭
和
19
年
、「
戦
時
中
は
、
食
べ
る

物
が
な
い
の
で
、
夫
の
妹
が
い
た
津
別

町
字
相
生
へ
。
父
さ
ん
は
、
土
田
相
生

木
工
場
、
土
田
阿
寒
銘
材
に
勤
務
し
ま

し
た
」
と
話
す
。

平
成
元
年
10
月
８
日
、
夫
の
吉
雄
さ

ん
が
84
歳
で
逝
去
。

平
成
13
年
、
津
別
町
に
建
設
さ
れ
た

ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
社
会
福
祉
法
人
・
津
別

福
祉
会
）
の
単
身
用
居
室
に
当
初
か
ら

入
居
し
現
在
に
至
る
。

杖
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ト
を
使
わ
な
い

で
、
歩
行
は
自
力
で
あ
る
。
施
設
の
生

活
を
伺
う
と
「
こ
こ
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
あ
り
、
居
室
は
個
室
で
、
３
食
昼

寝
つ
き
で
快
適
で
す
よ
。
私
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
子
供
た
ち
も
困
る
し
、
掃

除
、
洗
濯
は
自
分
で
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
と
い
っ
た
病
気
も
な
く
、
世
話
を
か

け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
た
。

趣
味
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
絵
手
紙
で
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
積
極
的
に
参
加
し
挑
戦
し
て
い
る
。

写
真
は
、
綺
麗
に
、
美
人
に
撮
っ
て

下
さ
い
と
、
注
文
を
つ
け
る
笑
い
顔
が

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

つじむら　こう　さん／大正４年７月礼文島で生まれる／94歳／

達美（ケアハウス）在住

さ
ん

快
適
な
生
活
を
楽
し
む

辻

村

幸

【377】

お問い合わせ †76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

お問い合わせ　地域包括支援センター（役場内） †７６－２１５８

私
た
ち
は
普
段
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
を
使
う
こ
と
で
、
便
利
に
快

適
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

福
祉
用
具
も
生
活
を
豊
か
に
す
る
道

具
の
ひ
と
つ
で
す
。

体
の
状
態
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を

正
し
く
使
う
と
、
日
常
生
活
に
必
要

な
動
作
が
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
人

の
自
立
を
助
け
ま
す
。

●
で
き
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
を

考
え
る

利
用
に
当
た
っ
て
は
、「
今
で
き
る

こ
と
、
福
祉
用
具
を
使
っ
て
し
た
い

こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
「
歩
く
こ
と
が
大
変
」

と
い
っ
て
も
、
車
い
す
が
必
要
な
の

か
、
歩
行
器
あ
る
い
は
杖つ

え

が
良
い
の

か
は
、
そ
の
人
の
体
の
状
態
や
生
活

ス
タ
イ
ル
、
介
護
す
る
方
の
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
必
ず
専
門
家
に
相
談
を

以
前
は
「
値
段
が
高
い
」、「
本
当
に

役
立
つ
の
？
」
と
二
の
足
を
踏
ん
で

い
た
福
祉
用
具
で
す
が
、
介
護
保
険

制
度
に
よ
っ
て
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

制
度
の
利
用
に
は
、
ま
ず
役
場
の

介
護
保
険
担
当
窓
口
で
、「
要
介
護
認

定
」
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

認
定
の
結
果
、「
要
支
援
」「
要
介
護
」

状
態
と
認
め
ら
れ
る
と
、
介
護
保
険

制
度
に
よ
る
福
祉
用
具
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

歩
行
器
や
車
い
す
等
を
安
価
で
レ

ン
タ
ル
で
き
た
り
、
制
度
に
適
用
す

る
福
祉
用
具
（
入
浴
・
排
泄
関
連
用

品
）
を
指
定
の
販
売
店
で
購
入
し
た

場
合
、
購
入
金
額
の
９
割
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
購
入
し
た
後
で
体
に
合

わ
ず
使
い
づ
ら
か
っ
た
り
、
制
度
の

適
用
に
な
ら
な
い
用
具
を
購
入
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
な
い
等
の
ト

ラ
ブ
ル
も
同
時
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
必
ず
福
祉
用
具
の
専
門
家
に
相

談
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
そ
の
方
を
担
当
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
下
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

７
月
末
か
ら
津
別
町
の
新
し
い
英
語

語
学
指
導
助
手
と
し
て
活
動
す
る
グ
レ

ゴ
リ
ー
さ
ん
は
カ
ウ
ボ
ー
イ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
ケ
ラ

ー
市
出
身
で
す
。

日
本
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
中
学

生
の
時
で
、
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
て

「
日
本
は
と
て
も
面
白
そ
う
」
と
感
じ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
日

本
に
初
め
て
き
た
の
は
高
校
時
代
。
地

元
ケ
ラ
ー
市
の
近
く
の
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー

ス
と
い
う
町
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

新
潟
県
に
２
週
間
滞
在
し
た
そ
う
で

す
。
大
学
時
代
に
は
外
国
語
科
を
専
攻

し
、
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
だ

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
い
く
つ
も
の
国
へ

留
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
や

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

や
メ
キ
シ
コ
な
ど
多
く
の
異
文
化
に
触

れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

英
語
語
学
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と

し
て
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と
「
英
語

を
面
白
く
感
じ
て
も
ら
え
る
雰
囲
気
づ

く
り
や
、
自
分
が
海
外
で
体
験
し
た
こ

と
等
を
伝
え
て
、
外
国
の
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
楽
し
く
英
語
を
学
ぼ
う
！

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン

さ
ん

グレゴリー・ブライアン・ゴールデン さん／

昭和61年11月生まれ／町の英語語学指導助手／豊永

福
祉
用
具
で
便
利
に
快
適
に

町
道
民
税
（
住
民
税
）
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
と
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
非
課
税
は
、
担
税
力
が
乏
し
か

っ
た
り
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
と
ら
れ
て
い
る
措
置
で
す
。

○

均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
方

・
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
又
は

寡
夫
で
前
年
の
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円
以
下
の
方

○
均
等
割
が
か
か
ら
な
い
方

・
前
年
の
所
得
金
額
が
、
扶
養
親
族
等

（
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養
親
族
を
い

い
ま
す
）
が
い
な
い
場
合
は
28
万
円

以
下
、
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は

28
万
円
に
本
人
と
扶
養
親
族
等
の
合

計
数
を
乗
じ
た
金
額
に
17
万
円
を
加

え
た
金
額
以
下
の
方
（
こ
の
場
合
、
計

算
上
、
所
得
割
も
か
か
ら
な
く
な
り

ま
す
）

○
所
得
割
の
か
か
ら
な
い
方

・
前
年
の
所
得
金
額
が
、
扶
養
親
族
等

が
い
な
い
場
合
35
万
円
以
下
、
扶
養

親
族
が
あ
る
場
合
に
は
35
万
円
に
本

人
と
扶
養
親
族
等
の
合
計
数
を
乗
じ

た
金
額
に
32
万
円
を
加
え
た
金
額
以

下
の
方 町

道
民
税
の
非
課
税
に

つ
い
て



あたたかい福祉の心を育てようと開催している「ふれ

あい広場」が今年も皆さんのお越しをお待ちしています。

●日　時 9月27日（日曜日）午前10時～午後２時

●場　所 中央公民館

●内　容

ふれあいステージ 津別中吹奏楽・MBAバトン・老人

クラブなどによる舞台発表

体 験 コ ー ナ ー 高齢者疑似・車イス体験

各　種 販 売 更生保護女性会による友愛セ－ル・

介護用品・野菜・焼き鳥など

の販売

お楽しみ抽選会　今年も豪

華賞品を揃えています

●問い合わせ先　

津別町社会福祉協議会

† ７６－１１６１賑わった昨年の友愛セール

平
成
22
年
度
４
月
に
新
規
採
用

す
る
職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す

る
予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
職
　
種

一
般
行
政
職
（
事
務
職
）

○
採
用
予
定
人
数

３
人

○
資
　
格

平
成
22
年
度
網
走
支
庁
管
内
町

村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格
者

○
採
用
試
験
（
２
次
試
験
）

個
別
面
接

○
試
験
日
程

10
月
中
旬
以
降
を
予
定

○
そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
は
、

町
村
会
の
資
格
試
験
結
果
の
発
表

後
、
q
履
歴
書
w
学
業
成
績
証
明

書
e
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
履
歴
書
請
求
先

役
場
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
３
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
　
所

児
童
館

内
　
容

ブ
ー
ス
出
店
運
営
（
軽
食
　

喫
茶
販
売
、
遊
び
コ
ー
ナ

ー
）
サ
ポ
ー
ト
乳
幼
児
託

児
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
†
76
｜
３
３
０
３

手
作
り
カ
ヌ
ー
の
作
製
、
進
水

式
を
行
い
ま
す
の
で
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
　
程

９
月
２
日
〜
６
日

（
作
業
は
日
中
行
い
ま
す
）

（
進
水
式
は
６
日
で
す
）

場
　
所

相
生
小
学
校
体
育
館

内
　
容

カ
ヌ
ー
一
隻
の
作
製

持
ち
物

作
業
で
き
る
服
装

対
　
象

ど
な
た
で
も
（
児
童
生
徒

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費

５
０
０
０
円
（
保
険
等
）

参
加
申
込
先

役
場
　
地
域
振
興

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
15
年
４

月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。
届

出
用
紙
は
９
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届

出
用
紙
が
届
か
な
い
方
は
お
手
数

で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

10
月
２
日
（
金
）

提
出
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
７
２

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用

を
予
定
し
て
い
ま
す

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す

住民活動

グループ

†７６－２１５１

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
高
齢
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う

高
齢
者
の
交
通
事
故
情
勢
に
的
確

に
対
処
す
る
た
め
、「
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と

し
、
次
の
と
お
り
重
点
目
標
を
定

め
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

◎万引き事件発生！

７月中、美幌町内のスーパーマ

ーケットなどで万引きが発生して

います。

◎住居侵入事件発生！

７月中、美幌町東町の一般住宅

において空き巣未遂と思われる住居侵入事件が発生し

ています。

◎美幌・津別の両町で、自転車盗難が増加しています！

６月・７月だけで、美幌町、津別町あわせて10件の

自転車盗難が発生しており、厳重な警戒が必要となっ

ています。自転車を購入した時に車体に付いている鍵

の中には、ドライバーやペンチといった道具一つで壊

されるものもあり安心できません。チェーンロックや

丈夫な鍵への付け替えなど個々の防犯対策が必要です。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

重
点
目
標

１
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
。

２
、
全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
。

３
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

国民年金保険料の「前納」には、事前のお申し込み

が必要です。手続きに日にちを要する場合もあります

ので、９月１８日頃までに下記までご連絡願います。

来年３月分までの国民年金保険料をまとめて納付す

ると保険料額が割引されます。

◎10月に来年３月までの６カ月分を前納する場合

連絡・問い合わせ先　北見社会保険事務所

（北見市高砂町2－21）† 0157－25－9635

児
童
館
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

�
�

�
� � �

問い合わせ先 帯広地方協力本部北見地域事務所

† 0157－23－6826

平成21年度自衛官募集のお知らせ

９月は、固定資産税第３期

国保税第４期の納付月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認ください。

納期限は９月30日（水）

問い合わせ先　† 76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

手
作
り
カ
ヌ
ー
体
験
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
！

相談内容 遺言（紛争防止、預金封鎖対策、後継

者への円滑な事業継承等のため）、任

意後見契約（認知症などになった時の

ため）、協議離婚（養育費、慰謝料支払

い確保、年金分割などのため）、金銭

の貸借、建物賃貸借など全般。

相 談 員 北見公証役場　公証人　冨手力夫

日　　時 夜間 10月１日・５日・７日

午後５時～午後７時

休日 10月３日・４日

午前９時30分～午後４時30分

そ の 他 費用は無料。秘密は守られます。

（予約優先）

場　　所 北見市北４条東１－11双進ビル３階　

北見公証役場　†0157－31－2511

日頃、お仕事などの関係で、公証役場へご相談

においでになれない方のために、特設公証相談を

行います。

蔵書点検のため図書室を臨時休室します。

なお、14日は月曜休室で15

日（火）から通常通り開室しま

すのでよろしくお願いします。

９月８日（火）～13日（日）

図書室を臨時休室します

問い合わせ先

中央公民館図書室　† 76－2713



�

９月９日は救急の日です

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

命にかかわる傷病者が、

救急車を待っています。

◆救急車の適正利用をお願いします◆

救急車は、急病人や事故による負傷者を病院に運ぶための自動

車です。

最大の目的は、緊急の差し迫った傷病者を医療施設まで迅速、

安全に搬送することです。

津別町内には1台の救急車が配備されてお

り、平成20年の出動件数は、241件です。

出動のうちの約3割は入院加療の必要がない

「軽症」の患者です。緊急通報があり町民宅に

救急車が出動したところ、本人が入院道具を

準備して玄関で待っていたり、「今日は、町外

の病院へ通院日なので送ってほしい」など、緊急性の低い通報も

あります。

救急車は、出動要請があれば全てに対応しますが、地元に救急

指定病院がありますので、基本的にはまず地元の病院に搬送し、

町外の病院への搬送は、医師の判断となります。

救急車は、タクシーでは ありません
本当に救急車が必要な人の声

▼第３号被保険者である奥様へ

厚生年金や共済年金などに加入するご

主人に扶養されている奥様は、国民年金

の第３号被保険者です。保険料はご主人

の年金制度が負担しますので、奥様の名

前で個別に納める必要はありません。

しかし、ご主人の定年退職や仕事を辞

めた場合に注意が必要です。

▼変更手続きが必要な場合があります

第３号被保険者の立場はご主人あって

のもの。例えばご主人が60歳で定年退職

した場合、年金受給権があるご主人は年

金に加入する必要がなくなります。しか

し、奥様が60歳に満たない場合は、第３

号から第１号被保険者への変更手続きを

して保険料を納めなければなりません。

専業主婦の奥様の場合、この変更手続

きをよく忘れるのです。ご主人の定年だ

けではなく、ご主人が仕事を辞めたとき

も、ご主人の国民年金への加入届けと共

に、奥様は第３号から第１号への変更届

を役場窓口に提出しましょう。

専業主婦の皆さん！ご存知ですか

高齢者・障害者に

対する虐待などの人

権侵害の行為につい

ては性質上、周囲の

目に付きにくいとこ

ろで起こっているこ

とが多く、重大な結

果に至ってしまうケ

ースが少なくありません。そこで、このような

潜在化しやすい人権問題の解決を図るため、

「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週

間を下記の日程で行っておりますのでご相談く

ださい。

実施期間 ９月６日（日）～９月12日（土）

時　　間 平日（午前８時30分～午後７時00分）

休日（午前10時00分～午後５時00分）

相 談 員 釧路人権擁護委員連合会所属の人権

擁護委員　釧路地方法務局職員

実施機関 釧路人権擁護委員連合会

釧路地方法務局

問い合わせ先

「高齢者・障害者の人権あんしん電話相談」

†0154－31－5014

知っていますか？警察相談＃9110

各地の警察では毎日、皆さん

からのいろいろな相談を受け付

けています。

相談内容は、事件・事故・不

安な出来事など生活の安全に関

する相談、警察業務に関する相

談やご意見にも応じています。

「＃９１１０」は相談センターの警察相談専用電話で

す。緊急の事件・事故は「１１０番」に電話をしてく

ださい。

また、美幌警察署にも相談窓口を設置していますの

で、直接お越しいただくか、†７２－０１１０までお気

軽に電話を掛けてください。

9月11日は警察相談の日です

�
ふるさとまつりのため９月９日午前７時から11日の正午まで、左記の
区間が交通規制されます。一般車両はこの期間中通行できませんので、
ご協力をよろしくお願いいたします。
また、町営バス開成線は、林石ガソリンスタンド前交差点から五差路
までの町道102号線の間は、う回することになります。このため、西町
停留所が使用できなくなります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

問い合わせ先 ふるさとまつり実行委員会†76－2151内線216せ

今年も、町民手づくりの露店がたくさん並びます。

金魚すくい、お面、ワンパターゴルフなどの縁日も出店します。

９日は午後４時～９時、10日は午前10時～午後９時。

ご家族お揃いで２日間の手作りおまつりを楽しんでください。

�

９月９日（水）・10日（木）
楽しい手作り露店がいっぱい！

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援し

たい」、「好きな地域を応援したい」という思

いをかたちにするために、応援したい自治体

へ寄附金相当額を所得税と個人住民税から控

除することによって応援したい自治体に税金

を納めることを可能にする制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を創

設し「未来に向けて応援してください！」を

キャッチフレーズとしてホームページや東京

つべつ会、皆様から紹介された方々に対し、

パンフレットを送付しています。制度の趣旨

をご理解いただき、知人、友人をご紹介下さ

るようお願いします。

難病医療・福祉相談会では、難病と思われるご病気でお悩み

の方の医療費や生活問題等のお悩みに難病専門医、相談員がお

答えいたします。当日は神経内科医（パーキンソン病などが専

門）、内科医（リウマチや膠原病などが専門）、整形外科医（後

縦靭帯化症などが専門）、リハビリ専門医がお悩みをお聞きし

診察いたします。また、医療ソーシャルワーカーによる障害年

金や身体障害者手帳、医療費の相談コーナーもございます。ま

た、事前申込が必要ですので下記までお申し込みください。

日　時 10月４日（日）（受付）９：00～12：00

会　場 北見赤十字病院　２階　内科外来　

費　用 無料

定　員 40人（受診の可否は９月24日までに郵送でお知らせ）

申込期間 ９月７日（月）～９月11日（金）

申し込み・問い合わせ先

北見市役所　保健福祉部健康推進課†0157－23－8101

北海道北見保健所　　　　　　　　†0157－24－4173

問い合わせ先

役場　総務課・企画財政課　†76－2151

「ふるさと納税制度」への
知・友人ご紹介のお願い！

秋の全国交通安全運動

～重点目標～

９月21日（月）～９月30日（水）

○飲酒運転の根絶

○高齢者の交通事故防止

○夕暮れ時の歩行者と自転車の交通事故防止

○全座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用


